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たったタレントのウト鈴木さんのサインを貫つて大満足 .
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このボックスの中に水揚げされた
さんまが約5000匹。

大事なのは塩のふり加減
こだわりの塩は2種類 .

スブレー:火が強火になつた時の重要道具。
トング:さんまをひつくり返したり、

トレイにのせる時に重要道具。

うまく焼けた～ :さ んま焼 き隊の心。さんま

を焼 いている間の約 10分 間はお客さんとの対

話を心がけ「おもてなし」の心を大切 に。

「大分県産カボスJの
シールをお皿に貼る仕事も

ありました.

自分 か焼いたさんまで

お客さんを笑顔 にする

そつ.でも、うまく焼け

るかな ?!
よつしや―。
やきまくるぞ～ I

熱い!や けど7ヶ 所。
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とても貴重な経験となりました。復興への第一歩となるお手伝いを少しでも出来たらと思い、さんま焼き隊に参加しましたが、本当に貴重な経験となりました。:

来年もそして、この先もずっと
'お

もてなし」の心を忘れずに復興の支援を行つていきたいと思つています。                         :

ドキ ドキ !超 心配 .


